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 Ⅰ 組織の概要                

（1）名称及び代表者名     

 有限会社片岡久工務店 

 代表取締役社長 片岡 重治 

（2）事業場及び所在地     

本社    〒702-8033 

       岡山県岡山市南区福富東二丁目 17 番 13 号 

宮浦事業場 〒702-8014 

      岡山県岡山市南区宮浦 641 番地 

北浦事業場 〒702-8012 

    岡山県岡山市南区北浦 191 番地 

（3） 環境管理責任者氏名及び連絡先     

    責任者 久永 優記子 

    担当者 片岡 治美・葛󠄀原 弘恵 

    ☎086-263-2010  Fax086-263-2468 

     E-mail :  info@katakyu.co.jp 
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（4）事業内容    

建設業（解体工事業、土木工事業、とび・土工工事業、 

   舗装工事業） 

産業廃棄物処分業（中間処理） 

産業廃棄物収集運搬業 

（事業区分：収集運搬業 積替え・保管を含む） 

リサイクル業（再生品販売） 

 （5） 設立    昭和５６年６月１０日 

 （6） 資本金   10 百万円 

 （7） 事業の規模   

① 建設業 年間工事完成髙 59 件 100 百万円（2022 年度） 

  ② 産業廃棄物処理業（処分・収集運搬業） 

  年間売上高 51 百万円（2022 年度） 

   ③ リサイクル業（再生品販売） 

  年間売上高 10 百万円（2022 年度） 

  産業廃棄物処分量    15,089ｔ（2022 年度） 

  産業廃棄物収集運搬量  3,563ｔ（2022 年度） 

（8） 事業年度  6 月 ～ 翌年 5 月 
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有限会社片岡久工務店 実施体制図及び役割・責任・権限表

・経営における課題とチャンスの明確化

・自部門における環境方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
　試行・訓練を実施、記録の作成

代表取締役

環境管理部
責任者

総務部 工務部 工事部

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

部門長

・環境目標、環境活動計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境活動レポートの承認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

・環境活動レポートの確認

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境目標・環境活動計画書を確認

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境目標・環境活動計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し・指示

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

リサイクルプラント

収集運搬部 処理部 施設管理部

・実施体制の構築（環境管理責任者を任命）

環境事務局

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備
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　許可内容

産業廃棄物処分業（中間処理） 　　　　　※ｶﾞﾗｽくず（ｶﾞﾗｽくず・コンクリートくず・陶磁器くず）

汚

泥

廃

プ

ラ

紙

く

ず

木

く

ず

繊

維

く

ず

ゴ

ム

く

ず

金

属

く

ず

ガ

ラ

ス

く

ず

が

れ

き

類

岡山県 平成16年10月5日 03321045884 令和6年10月4日 ○ ○ ○

〇 ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○

○

○ ○ ○ ○

倉敷市 平成16年10月5日 10020045884 令和6年10月4日 ○ ○ ○ ○

産業廃棄物収集運搬業

燃

え

殻

汚

泥

廃

油

廃

酸

廃

ア

ル

カ

リ

廃

プ

ラ

紙

く

ず

木

く

ず

繊

維

く

ず

ゴ

ム

く

ず

金

属

く

ず

ガ

ラ

ス

く

ず

鉱

さ

い

が

れ

き

類

岡山県 昭和63年10月18日 03301045884 令和9年2月28日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡山市 昭和63年10月18日 08310045884 令和9年2月28日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

特別管理産業廃棄物収集運搬業

廃

油

廃

酸

廃

ア

ル

カ

リ

感

染

性

産

業

廃

棄

物

廃

Ｐ

Ｃ

Ｂ

等

Ｐ

Ｃ

Ｂ

汚

染

物

Ｐ

Ｃ

Ｂ

処

理

物

廃

水

銀

等

廃

石

綿

等

※

燃

え

殻

※

汚

泥

※

廃

油

※

廃

酸

※

廃

ア

ル

カ

リ

※

鉱

さ

い

※

ば

い

じ

ん

岡山県 平成18年6月29日 03351045884 令和6年6月28日 ○

一般建設業

許可区域 許可有効期限

岡山県 令和8年8月18日

切断

（定置式）

石綿含有産業廃

棄物を含む。　自

動車等破砕物を

除く。水銀使用製

品産業廃棄物を

含む。水銀含有ば

いじん等を除く。

これらのうち自動車等破砕物、

石綿含有産業廃棄物、水銀使

用製品産業廃棄物及び水銀含

有ばいじん等を除く。
ｶﾞﾗｽは廃石膏ボードに限る。

石綿含有産業廃棄物、自動車

等破砕物、及び水銀使用製品

産業廃棄物を除く。

自動車等破砕物を除く。

石綿含有産業廃棄物を除く。

自動車等破砕物を除く。

備　　　考

中

間

処

理

破砕

（移動式）

破砕

（定置式）

破砕・選別

（定置式）

許可品目

許可有効期限

天日乾燥

混練固化

破砕

（移動式）

建設汚泥に限る。

石綿含有産業廃棄物、自動車

等破砕物、及び水銀使用製品

産業廃棄物を除く。

これらのうち石綿含有産業廃棄

物、水銀使用製品産業廃棄物

及び水銀含有ばいじん等を除

く。

備　　考

破砕

（移動式）

積

替

保

管

許可品目

許可有効期限

岡山市 平成1年6月20日 08320045884 令和9年2月28日

許可区域 当初許可年月日 許可番号

許可区域 当初許可年月日 許可番号

許可区域 当初許可年月日 許可番号 許可有効期限

積

替

保

管

許可品目

許可番号

（般-3）　　　第11723号

建設業の種類

土木工事業、とび・土工工事業、舗装工事業、水道施設工事業、解体工事業

※廃ＰＣ

Ｂ等、廃

水銀等、

廃石綿

等を除く

特定有

害産業

廃棄物

備　　考
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処理施設

宮浦事業場

施　設 設置年月日 処理能力

定置式
破砕施設№１

平成4年2月29日 571ｔ/日（1日8時間稼働）

155ｔ/日（1日8時間稼働）

282ｔ/日（1日8時間稼働）

480ｔ/日（1日8時間稼働）

定置式
破砕施設№3

平成10年3月23日 80ｔ/日（1日8時間稼働）

250.24ｔ/日（1日8時間稼働）

221.44ｔ/日（1日8時間稼働）

376.40ｔ/日（1日8時間稼働）

北浦事業場

施　設 設置年月日 処理能力

天日乾燥施設2基 平成23年3月5日 31.4㎥/日　30.8㎥/日

混練固化施設1基 平成23年3月5日 13.44㎥/日（1日8時間稼働）

4.07ｔ/日（1日8時間稼働）

3.72ｔ/日（1日8時間稼働）

4.78ｔ/日（1日8時間稼働）

4.07ｔ/日（1日8時間稼働）

4.78ｔ/日（1日8時間稼働）

切断施設1基 平成23年3月5日 5.934ｔ/日（1日8時間稼働）

積替保管施設

所在地

保管面積

保管上限および高さ 95.6㎥　　2.5ｍ（屋外保管） 22.5㎥（容器保管）　　 81.0㎥（容器保管）　

定置式
破砕施設№2

平成7年1月

移動式
破砕施設№1

平成16年6月18日

破砕・選別施設1基 平成23年3月5日

岡山市南区宮浦641番外7筆の一部

330㎡

燃え殻、汚泥、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラスくず・コン

クリートくず（がれき類を除く。）・陶磁器くず、鉱さい、がれき類　以上13種類（石綿含有廃棄物を含む。）（自動車等
破砕物を除く。） （水銀使用製品産業廃棄物を含む。）　（水銀含有ばいじん等を除く。）

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類

がれき類

木くず

ｶﾞﾗｽくず・コンクリートくず（がれき類を除く。）・
陶磁器くず（石膏ボードに限る。）

がれき類

木くず

金属くず

ｶﾞﾗｽくず・コンクリートくず（がれき類を除く。）・
陶磁器くず

がれき類

産業廃棄物の種類

建設汚泥

建設汚泥

金属くず

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

ゴムくず



 

本社及び事業場 

   

   

 

  

 産業廃棄物収集運搬用車両・重機 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  本社 宮浦事業場 北浦事業場 合計 

敷地面積  （㎡） 150 ㎡ 10,000 ㎡ 4,500 ㎡ 14,650 ㎡ 

延床面積  （㎡） 132 ㎡ 576 ㎡ 118 ㎡ 826 ㎡ 

従業員 1 名 19 名 0 名 20 名 

車輌 重機 

名 称 台数 名 称 台数 

2t ダンプ 2 油圧ショベル 14 

3t ダンプ 2 タイヤーショベル 3 

4t ダンプ 3  
 

6t ダンプ 1  
 

10t ダンプ 4 
  

12t ダンプ 2     

軽自動車 1   
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【宮浦事業場】

【北浦事業場】

受託した産業廃棄物処理委託フロー図

伐木

自
社
運
搬
・
収
集
運
搬
業
者

受
入
・
貯
留
・
保
管

がれき類

がれき類

ガラス・コンクリートくず(が

れきを除く)・陶磁器くず

木くず

金属くず

ガラス・コンクリートく

ず（がれきを除く）・

陶磁器くず

がれき類

紙くず・木くず・繊維くず（石綿含有廃棄物
を除く）（自ら行った処分により生じた中間

処理廃棄物に限る） 廃棄物焼却炉(休止中)

定置式 破砕施設No.1

定置式 破砕施設No.2

定置式 破砕施設No.2

移動式 破砕施設No.1

再生品

販売

再生品

再生品

有価処分

再生品 売却

再生品

委託処分

委託処分

委託処分

自社使用

管理型埋立

販売

販売

原料化

焼却

管理型埋立

安定型埋立

売却

自
社
運
搬
・
収
集
運
搬
業
者

受
入
・
貯
留
・
保
管

自
社
運
搬
・
収
集
運
搬
業
者

受
入
・
貯
留
・
保
管

建設汚泥

廃プラス

チック類

紙くず

繊維くず

木くず

金属くず

ゴムくず

切断施設1基

破砕・選別施設1基

天日乾燥施設2基

委託処分

管理型埋立

埋立

焼却

売却
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 ■認証・登録の対象範囲 

  登録組織名：有限会社 片岡久工務店 

  対象事業所：本社、宮浦事業場、北浦事業場 

  対象外：なし 

  活 動： 

   建設業（解体工事業、とび・土木工事業、土木工事業、 

    舗装工事業） 

産業廃棄物処分業（中間処理） 

産業廃棄物収集運搬業（積替え・保管含む） 

   リサイクル業（再生品販売） 
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Ⅱ 環境経営方針                

基本理念 

  有限会社片岡久工務店は、地域社会を構築していく一員としてリサイクル事業を通じ、 

環境負荷の低減及び環境保護に努め、自然環境に配慮した次世代に継承していける 

安全安心な社会の実現を目指します。 

 

活動方針 

1． 重点分野の活動として、次の 3 つの活動をします。 

① 電気・燃料（ガソリン・軽油）の削減 

② 受入廃棄物のリサイクル率向上 

③ 建設工事における廃棄物の再資源化とリサイクル率向上 

2． 水の使用量の削減 

3． 環境負荷に配慮した製品（再生品）作りに邁進します。 

4． 地域や関連団体と共同で清掃活動や環境美化に努めます。 

5． 環境関連法規等を遵守します。 

6． これらを全従業員に周知徹底し、継続的改善をします。 

 

 

制定日：2017 年 7 月 26 日 

改訂日：2023 年 5 月 31 日 

 

 

有限会社 片岡久工務店 

代表取締役社長 片岡 重治    
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Ⅲ 環境経営目標                

 

  

  

 

 

 

短期及び中期環境目標
基準年度 2022年度＝2022年6月１日～2023年5月31日

2023年度＝2023年6月１日～2024年5月31日
2024年度＝2024年6月１日～2025年5月31日

短期

2022年度 2023年度 2024年度

Ⅰ．二酸化炭素排出量削減 529,403

基準

12,675 12,612 12,586 12,561

基準 -0.5% -0.7% -0.9%

43,202 42,986 42,900 42,813

基準 -0.5% -0.7% -0.9%

6,994 6,959 6,945 6,931

基準 -0.5% -0.7% -0.9%

129,540 128,892 128,633 128,374

基準 -0.5% -0.7% -0.9%

47,391 47,154 47,059 46,964

基準 -0.5% -0.7% -0.9%

8,140 8,099 8,083 8,067

基準 -0.5% -0.7% -0.9%

Ⅱ．廃棄物排出量削減 179 178 177 176

基準 -0.5% -1% -1.5%

99.38 99.48 99.5 99.53

98.69 98.79 98.81 98.84

134 133 132 131

基準 -1.0% -1.5% -2.0%

1,476 1,483 1,491 1,498

基準 0.5%ＵＰ 1%ＵＰ 1.5%ＵＰ

1

基準

1

基準

①電力（電灯）　中国電力㈱2019年度排出係数 0.618 ㎏-CO₂/ｋWh

①電力（動力）　日本テクノ㈱2019年度排出係数 0.343 ㎏-CO₂/ｋWh

（電力排出係数は、3年間同じ係数を使用し算出する。）

※　灯油量は、基準年度を2019年度、一般廃棄物量は2021年度を基準値とする。

※　Ⅱ②の「受入廃棄物のリサイクル率」＝中間処理施設でのリサイクル量÷中間処理施設での受入量
※　Ⅱ③の「受入廃棄物のリサイクル率」＝元請工事のリサイクル量÷元請工事での受入量

中長期

使用量削減 ｋWh

使用量削減 ｋWh

項目 単位基準値

Kg-CO2

基準年度

2019年度

2019年度

2019年度

①電力
（電灯）

①電力
（動力）

②ガソリン

Ⅴ．新入社員の獲得 2022年度

使用量削減 ℓ

2019年度

2019年度③軽　油

使用量削減 ℓ

④重　油

0.1％ UP 0.12％ UP

Kg

使用量削減 ℓ

ℓ

2019年度

2019年度

2021年度

2020年度 ％

基準 0.1％ UP 0.12％ UP 0.15％ UP

使用量削減

　①一般廃棄物削減

基準

⑤灯　油

Ⅳ．環境負荷に配慮した製品化の推進
木くず再生品（チップ）の生産・販売の増
進

Ⅲ．水使用量削減

  ②受入廃棄物のリサイクル率の向
上

2021年度

2021年度

月1回 月1回 月1回

  ③建設工事における廃棄物の
     再資源化とリサイクル率の向上

％2021年度

ｔ

Ⅵ．会社周辺の清掃 -

㎥

2016年度

-

― ― ―

1名 1名 1名

0.15％ UP
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Ⅳ 環境経営計画              

 

 

項目 具体的活動内容

　以下①～⑤の活動による

・空調温度の適正化（冷房28℃　暖房20℃）

・不要照明の消灯

・稼働工程の変更

・省エネタイプの照明・事務機器への更新検討

・節電運動の継続

・空調温度の適正化（冷房28℃　暖房20℃）

・不要照明の消灯

・稼働工程の変更

・省エネタイプの照明・事務機器への更新検討

・節電運動の継続

・効率的なルートで営業

・エリア別営業活動の見直し

・アイドリングストップ

・急加速・急停車の防止

・低燃費車へ1台変更を検討

・効率的なルートで収集

・アイドリングストップ

・急加速・急停車の防止

・低燃費車へ1台変更を検討

・稼働状況の把握・見直し

・効率的な稼働工程の徹底

・稼働状況の把握・見直し

・効率的な稼働工程の徹底

Ⅱ．廃棄物排出量削減 　以下①、②の活動による

・分別の徹底

・リサイクルルートの向上

・手選別の徹底

・分別の徹底

・リサイクルルートの拡大

・客先への分別の徹底の依頼

・分別解体の徹底

・洗車管理（時間・回数・高圧洗浄）

・節水運動

・雨水活用

Ⅳ．環境負荷に配慮し ・木くず（チップ）原料確保の増大

　　た製品化を推進 ・営業活動の強化

Ⅴ．新規社員の獲得 ・求人募集（高校求人・ハローワーク・リクルート等）

・従業員による声かけ

・技能実習生の獲得

・月1回　会社周辺の清掃

・年1回　クリーン作戦参加
Ⅵ．会社周辺の清掃

Ⅰ．二酸化炭素排出量
　　の削減

④重油使用量の削減

Ⅲ．水使用量の削減

⑤灯油使用量の削減

①一般廃棄物の削減

②受入廃棄物のﾘｻｲｸﾙ
　率の向上

②ｶﾞｿﾘﾝ使用量の削減

①電力（動力）使用量
　　の削減

①電力（電灯）使用量
　　の削減

③軽油使用量の削減

③建設工事（元請工事）に
おける廃棄物の再資源化
とリサイクル率の向上
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Ⅴ 環境経営目標の実績            

 
   

 

 

 

2019年度基準＝2019年6月１日～2020年5月31日
2020年度基準＝2020年6月１日～2021年5月31日
2021年度基準＝2021年6月１日～2022年5月32日
2022年度目標・実績＝2022年6月１日～2023年5月31日

2022年度 2022年度
目標 実績

529,403

基準

12,675 12,612

基準 -0.5%

43,202 42,986

基準 -0.5%

6,994 6,959

基準 -0.5%

129,540 128,892

基準 -0.5%

47,391 47,154

基準 -0.5%

8,140 8,099

基準 -0.5%

Ⅱ．廃棄物排出量削減 179 178

基準 -0.5%

99.38 99.48

基準 0.1％ UP

98.69 98.79

基準 0.1％ UP

134 133

基準 -1.0%

1,476 1,483

基準 0.5%ＵＰ

1

基準

1

基準

①電力（電灯）　中国電力㈱2019年度排出係数 0.618 ㎏-CO₂/ｋWh ○　・・・目標達成
①電力（動力）　日本テクノ㈱2019年度排出係数 0.343 ㎏-CO₂/ｋWh ×　・・・目標未達成

     （電力排出係数は、3年間同じ係数を使用し算出する。）

※　灯油量は、基準年度を2019年度、一般廃棄物量は2021年度を基準値とする。
※　Ⅱ②の「受入廃棄物のリサイクル率」＝中間処理施設でのリサイクル量(15,025t)÷中間処理施設での受入量(15,089t）
※　Ⅱ③の「受入廃棄物のリサイクル率」＝建設工事のリサイクル量(409.6t)÷建設工事での受入量(415.4t)

2022年度

％

使用量削減 ｋWh

使用量削減 ℓ

使用量削減 ℓ

目標達成状況評価

―

×

○

×

353,457

14,360

31,328

項目 単位

Ⅰ．二酸化炭素排出量削減 Kg-CO2

使用量削減 ｋWh

×

○

〇

○

○

○

×

〇

○

×

7,256

84,066

28,421

2019年度

2019年度

2019年度

7,638

1,453

1

164

153

99.6

1

98.6

　①一般廃棄物削減
Ｋｇ

Ⅵ．会社周辺の清掃 回/月

Ⅲ．水使用量削減 ㎥

Ⅳ．環境負荷に配慮した製品化の推進

        木くず再生品（チップ）の生産・

        販売の増進
ｔ

2016年度

Ⅴ．新入社員の獲得

  ③建設工事における廃棄物の
　  再資源化とリサイクル率の向上

  ②受入廃棄物のリサイクル
　　率の向上（解体工事の
　　廃棄物を含む）

1名

月1回

基準年度 基準値

2019年度

2019年度

2019年度

2019年度

2021年度

2021年度

名/年

2021年度

2020年度

2020年度 ％

2022年度

④重　油

⑤灯　油

―

①電力
（電灯）

①電力
（動力）

②ガソリン

③軽　油

使用量削減 ℓ

使用量削減 ℓ
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Ⅵ 環境経営計画の内容と取り組み結果の評価 

及び次年度の取り組み          

 

  

        

                                          2023 年 5 月の消火訓練 

 

項目 具体的活動内容
取組
結果

評価 次年度への取り組み

　以下①～⑤の活動のによる

・空調温度の適正化（冷房28℃　暖房20℃） △ 遮熱塗料の効果が切れてきた為。 随時、エアコン・LEDタイプの照明へ変更する事を検討中。

・不要照明の消灯 〇 休憩時間は消灯。

・稼働工程の変更 〇

・省エネタイプの照明・事務機器への更新検討 〇 受付エアコン1台入替

・節電運動の継続 〇

・空調温度の適正化（冷房28℃　暖房20℃） 〇 冷暖房適正温度遵守。 高圧電力の見直しを検討中。

・不要照明の消灯 〇 休憩時間は消灯。

・稼働工程の変更 〇

・省エネタイプの照明・事務機器への更新検討 〇

・節電運動の継続 〇

・効率的なルートで営業 〇 低燃費車へ変更する事を検討中。

・エリア別営業活動の見直し 〇 遠方の現場が多かった為、未達成だった。 乗り合わせで現場で行く事を推奨していく予定。

・アイドリングストップ 〇

・急加速・急停車の防止 〇

・低燃費車へ1台変更を検討 ×

・効率的なルートで収集 〇 低燃費車へ変更する事を検討中。

・アイドリングストップ 〇

・急加速・急停車の防止 〇

・低燃費車へ1台変更を検討 × 不要重機を処分したが、低燃費車への変更はできなかった。

・稼働状況の把握・見直し 〇 発電機の台数が減った為、目標は達成できた。 今後も1台で効率よく使用していく事を検討中。

・効率的な稼働工程の徹底 〇

・稼働状況の把握・見直し 〇 目標は達成できた。 継続して活動する。

・効率的な稼働工程の徹底 〇

Ⅱ．廃棄物排出量削減 　以下①、②の活動による 継続して活動する。 継続して活動する。

・分別の徹底 〇 継続して活動する。

・リサイクルルートの向上 〇 リサイクル業者へ出す事で、徹底できた。

・手選別の徹底 〇 新規顧客ルートの開拓を継続してく予定。

・分別の徹底 〇

・リサイクルルートの拡大 ×

・客先への分別の徹底の依頼 〇

・手選別の徹底 〇 新規リサイクルルートの開拓をしてく予定。

・分別の徹底 × リサイクルできない物が多かった為、未達成。

・洗車管理（時間・回数・高圧洗浄） × シート洗いの回数が増えた為 雨水を活用する方法を模索する。

・節水運動 〇 節水活動は定着した。 洗車・シート洗いの作業効率・手順を見直す予定。

・雨水活用 ×

・チップ原料確保の増大 × チッププラントの修理に伴い稼働率が減った為、未達成。 作業効率・手順を見直す予定。

・営業活動の強化 × 原料となる木造住宅の減少の為、未達成。 新規顧客ルートの開拓を継続してく予定。

Ⅴ．新規社員の獲得 ・求人募集（高校求人・ハローワーク・リクルート等） ○ R4.10月　1名採用 継続して、求人募集・従業員による声かけをしていく予定。

・従業員による声かけ 〇 R5.2月 　1名採用

・技能実習生の獲得 〇 R5.5月　 2名獲得の為、目標は達成できた。

・月1回　会社周辺の清掃 ○ 目標は達成できた。 継続して活動する。

・年1回　クリーン作戦参加 ○

　　※　○・・・常にできている　　△・・・概ねできている　　×・・・できていない

Ⅵ．会社周辺の清掃

②受入廃棄物のﾘｻｲｸﾙ
　率の向上（解体工事
　の廃棄物を含む）

①一般廃棄物の削減

Ⅲ．水使用量の削減

Ⅳ．環境負荷に配慮し
た製品化の推進

③建設工事における
   廃棄物の再資源化と
   リサイクル率の向上

継続して活動する。継続して活動する。

⑤灯油使用量の削減

Ⅰ．二酸化炭素排出量
　　の削減

①電力（電灯）使用量
　　の削減

①電力（動力）使用量
　　の削減

②ｶﾞｿﾘﾝ使用量の削減

③軽油使用量の削減

④重油使用量の削減
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Ⅶ 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価結果  

 並びに違反・訴訟等有無         

    

      ※環境関連法規への違反はありません。 

尚、関係当局より違反等の指摘はありません。 

  

 

該当する要求事項

（対応すべき事項）

・委託基準：一廃収集業者の許可の確認 ○

・産廃収集運搬・処理業者の許可の確認 ○

・排出業者との契約書（5年間保存） ○

・再委託の禁止 ○

・保管基準　掲示板：60㎝×60㎝以上表示 ○

・マニフェスト交付、管理

　送付されない場合は30日以内の知事への報告（（）内は

　特管物の場合）

　Ａ、Ｂ2、Ｄ、Ｅ票の保管（5年間）

・マニフェスト不交付時の引受禁止 ○

・産業廃棄物処理計画及び処理実績報告書の作成・提出 ○

・技術管理者の設置 ○

・産業廃棄物処理責任者の設置 ○

・産業廃棄物処理施設の設置・変更許可 ○

・事故時の応急措置及び届出・維持管理記録作成保存 ○

・産業廃棄物の処理基準の遵守（耕造・維持管理基準等） ○

・帳簿の備付け、記載、保存（5年） ○

・自社による運搬時の表示、書類携行 ○

・建築物等の分別解体義務、事前届出

　工事７日前　床面積の合計８０㎡以上

・特定建設資材廃棄物の再資源化義務 ○

・再生資源、建設副産物の再利用 ○

・再生資源利用計画書、実施記録の作成 ○

・事前調査及び分析調査、結果の記録等 〇

・工事開始前の労働基準監督署へ提出 〇

・労働者ごとの作業の記録・保存・作業実施状況の写真等による記録の義務化 〇

フロン排出抑制法 ・フロン使用機器の定期点検と記録の保存 ○

・事前調査の届出と記録、保存 〇

・規制対象建材の拡大、厳格化 〇

・作業記録の作成・保存 〇

・危険物取扱所の設置許可 ○

　技術上の基準順守 〇

・危険物保安監督者選任、届出 ○

・貯蔵所、取扱所等の表示 ○

・掲示板設置 ○

・危険物保管の指定数量以上の危険物取扱者の届出 ○

・指定可燃物の扱い ○

・消火設備の設置と維持 ○

・事故時の措置と届出（通報） ○

低騒音・低振動型建設機械の規程 ・低騒音・低振動建設機械の使用の促進 ○

・安全運転管理者選任 〇

・運転者の酒気帯びの有無を確認し、記録・記録の1年間の保管 〇

・アルコール検知器を使用したアルコールチェックの義務化 〇

道路交通法改正

消防法

○

判定

○

法規制等の名称

建設リサイクル法

建設業の再生資源利用省令

大気汚染防止法（改正）

廃棄物処理法

労働安全衛生法(石綿障害予防規則)
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Ⅷ 代表者による全体評価と見直し・指示の結果   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【個 別 評 価】 

[環 境 方 針] 変更の必要性 □有 ■無 

[目標・活動計画] 変更の必要性 ■有 □無 

          〇二酸化炭素削減の課題→ガソリン使用量の削減 

① 効率的なルートでの運転 

② エコ運転の徹底 

             〇水使用量の削減 

              ①洗車、シート洗いなど計画的に行う 

              ②節水運動の継続 

    [実 施 体 制] 変更の必要性 □有 ■無 

 

【全 体 評 価】      

エコアクション 21 に取り組み開始してから 6 年。活動中、停滞を感じる事が 

何度かあったが、社員一丸となって頑張ってこれたと思う。 

まず、本取り組みには労力も必要な事から、近年の人手不足を解消すべく、求 

人活動を啓発化させた。新入社員に対しても環境活動が行えるようにサポートし 

ていきたい。 

また、近年、法律やガイドラインの改訂等が頻繁にあるので、都度、指導・教育 

を行ったり、令和 3 年より取り組みを開始した SDGｓ（持続可能な開発目標）と 

の関連付けを行い、社員全員が取り組み内容を理解できるように、指導・教育を継 

続的に行っていき、企業価値を高めていきたい。 

次年度もエコアクションの活動を通し、環境に配慮した経営を行っていきたい。 

  

         

     代表取締役社長  片岡 重治 
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